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低 温 で の 秩 序 変 数 の 緩 和
東大 ･理 宮 下 精 二
慶応大 ･理工 高 野 宏
2次元 Ising模型の有限系に於ける低温での秩序変数 (磁化〟)の緩和の様子をkinetic
lsing模型を用いて調べた｡図1に示すように,高温側での緩和とちがい,緩和のプロセスは
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,ここで 7n -M/N,8-(T-Tc)/Tc, NはLd(dは系の次元 )と書き,その運動を
87n 1 af(7n)









































静的な障壁に関しては K･BinderPhys.Rev.A25~(1982)1699で詳 しく論 じられている｡
非平衡相転移の動的理論
九大 ･理 川 崎 恭 治
この研究会では最近我々のグループで研究している Topologicaldefects(界面,キンク,
渦系等 )の動的理論について話をした｡TDGL等の非線形散逸系の長時間振舞を考える時,こ
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